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導入効果

  日本最大級のポータルサイト「Yahoo!
JAPAN」を運営するヤフー株式会社は、検索、
オークション、ニュース、天気、スポーツ、メー
ル、ショ ッピングなど100を超えるサービスを展
開。そのアクティブユーザー数は月間110億人
(MAU)、ページビュー数は月間700億(PV)を超
え、日本最大級の利用者規模を有しています。
中核となるネットサービスの開発生産性を向上
させることがますます重要になる中で、 2018
年、ヤフー株式会社システム統括本部は、Kong
Enterprise Editionによって、自社で開発した膨
大な数のAPIを集約するプラットフォームを構
築。開発生産性だけでなくセキュリティや可用
性を向上させる新機能を使いやすく提供して
サービス開発に貢献しています。

膨大な数のAPIの集中管理と認証・認可など
の機能の共通化

マルチテナント機能により多数のサービスが
利用する統一プラットフォームの提供

サーキットブレーカーやカナリアリリースなど
の新機能の提供

業種



サービス開発の生産性向上に向けた先進的プラットフォーム
機能の提供

  日本最大級のポータルサイト「Yahoo! JAPAN」を通じて、100以上のサービスを提供する
ヤフー株式会社において、システム統括本部プラットフォーム開発本部はサービス開発の
生産性を高めることをミッションとしており、数々のプラットフォーム機能を提供してきまし
た。まずは、PaaS (Platform as as Service) の利用が増えるにつれて必要となった、IPアド
レス非依存の通信プラットフォームとして「メッセージングキューイング」の機能を、
2017年にサービス開発チームに向けてリリースしました。これは、オープンソースの
「Apache Pulsar」をベースとしたもので、ヤフーで求められるマルチテナント性やセキュ
リティ、スケーラビリティに関する高度な要件をクリアし、サービス開発チームが安心して
使える通信インフラとしてヤフー内部で定着しています。

  そして「サービス開発チームのサ ーバー運用の負荷を軽減したい」という思いから、AWS
(Amazon Web Services) のサーバ ーレスコンピューティングサービス「Lambda」と同様の
「Funcition as a Service」の機能を独自に構築し提供しています。これはオープンソースの
「OpenWhisk」をベースとして 、やはりヤフーで求められるマルチテナント性やセキュリティ
の要件をクリアしたもので、開発者はユーザインタフェースを通じて直接プログラムを記
述する、あるいは作成済みのプログラムをアップロードできるという使い勝手の良さを実
現しています。「世の中の一般企業は外部のパブリッククラウドを活用して新技術を素早く
手に入れることができます。しかしヤフーはセキュリティ関連の基準が高いため、外部のク
ラウドサービスではセキュリティ基準にあわず、従量課金制のサービスでは想定外のコス
トが必要になることがあります。一方で、当部門が提供するプラットフォームは、セキュリ
ティの基準をクリアしているので開発者が意識せずにサービス開発に集中することができ
ます。」とシステム統括本部 プラットフォーム開発本部 コンピューティングプラットフォーム
部 部長 福田奏 は語っています。

「複数のAPIゲートウェイ製品について比較検討しました。オンプレミスで動くこと、社内
のテクノロジーとインテグレーションしやすいこと、自分たちのユースケースにあっていて
必要な機能を実装するコストが低いこと、の３点をみたときにKongがいちばん適切だと判
断しました。KongはAPIマネジメントのソフトウェアとしては若いですが、3scaleやApigee
と比較してAPIゲートウェイの機能がしっかりしていた印象があります。また、導入するに
あたってはKongの中身をよく知るために、サンフランシスコの米Kong社に行って深掘りし
た技術の話をしました、」（福田部長）。

このような経緯を経て2018年春にはKongによる新しいAPIプラットフォームを構築しまし
た。

ヤフーの統合APIプラットフォームとしてKongのソリューション
を採用
 常に新しいソフトウェア技術を取り入れるヤフーにおいては、各種のサービスからAPIを
提供することはあたりまえのことでした。約2500人の開発者がPHP、Java、Node.js、Goな
どの多様な言語で開発したサービスを連携するとなると、やはりAPIで、ということにな
り 、近年トレンドになりつつある「マイクロサービス」のようなサービスの実装も自然に増
えました。結果的に、ヤフー社内には数百以上のAPIが存在するとともに、これらのAPIを
集中管理することが求められるようになりました。このような経緯の中で、APIを集中管理
する「APIゲートウェイ」の検討が始まりました。



APIプラットフォームの今後について
 ヤフーが構築したAPIプラットフォームは今後も継続的な拡張が計画されています。
まずは 、今回構築したAPIゲートウェイとFaaSを統合することです。これはKongが提供する
OpenWhiskのプラグインを用いることで実現する予定です。
 また、福田部長は、「最近のトレンドで大きいインパクトがあるのはKubernetesやサービス
メッシュです。マイクロサービスが認知されてきていますがが、世界ではさらに先を行って
いてサービスメッシュのアーキテクチャが注目されています。このような流れを見据えなが
ら、サービスの開発生産性を向上させる道具を提供し続けていくことが我々の部門の使命
だと考えています。」と話しています。最新のテクノロジーを駆使したサービスによってビジ
ネスを成長させているヤフーの中で、サービス開発を加速させるプラットフォームは今後も
さらなる成長を続けていきます。

APIプラットフォームによって変わるサービスの開発と運用

ヤフーが構築したAPIプラットフォームの基本機能は、APIを一元的に集約しサービス開
発者のアプリケーションからAPIのエンドポイントにルーティングすることです。このような
APIの集約によって、ヤフー社内に数多く存在するAPIをサービス開発者が発見し利用しや
すくなります。次に認証・認可の機能を共通化しAPIプラットフォームで吸収することでAPI
ごとに認証・認可の機能を実装しなくて済むようにしています。これによってサービス開発
者はサービスそのものの実装に集中できるようになります。さらに新機能として、「カナリ
アリリース」によって旧環境から新しい環境に安全に移行することができるようにするとと
もに、障害が発生したAPIサーバーを自動的に切り離して稼働しているサーバーでサービ
スを継続する「サーキットブレーカー」によってサービスの可用性が高まることが期待でき
ます。
一方で、今回構築したAPIプラットフォームにおいては、基本的に全てのAPIが集約される
ため、万が一障害が発生すると数多くのサービスに影響を与えかねません。Kongは標準で
クラスタリング機能を提供しており、基本的にSPOF(Single Point Of Failure)はありません
が、ヤフーのようにダウンが許されない環境において重要になるのはソフトウェアに関す
るサポートです。このようなクリティカルなサポートが必要なヤフーが今回導入したのは、
オープンソースのKongではなくソフトウェアとサポートが一体化した「Kong Enterprise
Edition」サブスクリプリョンです。「サポートがあることが大きいです。APIゲートウェイ
を導入するところが重要かつクリティカルな場所なので、何かトラブルなどあった場合のサ
ポート体制をしっかり構築しておく必要があります。だからKong Enterprise Edition を契約
しました。当初は、全社で使う規模の大きいAPIゲートウェイとして導入するので、万が一問
題があった場合でも素早い対応ができないと、サービスに支障をきたしてしまいます。実
際にヤフーからKongに対して改善点を指摘して対応してもらっています。これはサポート
つきのEnterprise版を導入して良かったところだと思います。」（福田部長）。

「近年、ヤフーのシステムアーキテクチャがマイク
ロサービスへ向かう流れの中でAPIの集中管理
が必要になり、複数のAPIゲートウェイ製品につ
いて比較検討しました。オンプスで動くこと、弊社
内のテクノロジーとインテグレ ーションしやすい
ことなどの理由からKongがいちばん適切だと判
断しました。」

ヤフー株式会社
システム統括本部
プラットフォーム開発本部
コンピューティングプラットフォーム部

部長
福田奏



Kong Enterprise
IoT やモバイル、AI、Web プラットフォームのフロントエンドにに最適な、高速なサーバーレス、マイクロサービスアーキテクチャ

をサポートする、オープンでスケーラブルな統合APIプラットフォーム

Kong Enterprise Edition は、最も人気のあるオープンソースのAPIゲートウェイ、 Kong Community Edition を中核として、エン
タープライズ プラグイン、開発者ポータル、アナリティクス、セキュリティ、パフォーマンス強化、GUI などさまざまな機能とエン
タープライズ向けのサポートサービスを提供します。Kong EE は、多くのグローバルのトップ企業で利用されています。

Kong の機能はすべてマイクロサービス アーキテクチャによってそれぞれが個別に分離しており、スケーラブルかつ柔軟な配備が可能
です。 API ゲートウェイは、パフォーマンス重視の設計により小さいリソースでも高速・大規模な処理が可能で、主要なクラウドでもオンプ
レミスのベアメタルでもDocker/Kubernetesのコンテナー環境でも、あらゆるプラットフォームで実行可能です。

Kong Enterprise の概要
API ゲートウェイ

-

- API およびマイクロサービス
ゲートウェイ

   オープンソース
- プラグイン

Admin GUI
- Kong クラスターの管理
- API およびコンシューマーの管理
-プラグインの管理�

セキュリティ

 
-マルチテナント機能と RBAC
- OAuth 2.0 のイントロスペクション 

- OpenID Connect
- LDAP 

アナリティクス
- リアルタイム モニタリング
- API およびコンシューマー
アクティビティ

-リアルタイムのデータ可視化
-クォータ使用状況測定

開発者ポータル
- インタラクティブな API ドキュメント
- 開発者管理
- フレキシブルなカスタマイゼーション
- Swagger、API Blueprint および RAML

カスタマー サクセス
- エンタープライズ向けのサポート
- Kong サクセス エンジニア
- マイクロサービス ソリューション 
 アーキテクト 

 - カスタム プラグイン

オンプレミス、クラウド、コンテナー、プラットフォームを自由に選択
Kong は、コンテナー、クラウド、ベアメタル、またはシングル、ハイブリッド、マルチデータセンターな

ど、あらゆるプラットフォームでご利用いただけます。

従来の冗長的なアーキテクチャ Kong のアーキテクチャ

お問い合わせ先
TEL：03-6894-7440 
メール：Info-mail@briscola.co.jp

株式会社ブリスコラ
東京都港区赤坂二丁目20番5号 デニス赤坂 
https://www.webapi.tokyo




